
 

 

 

 

 

  新緑がまぶしい季節になりましたが、もう梅雨入りの声が聞こえて

きています。学校は運動部の春季大会などが行われ、活気に満ちてい

ます。私も４日間で多くの試合を観戦しましたが、練習してきた成果

を発揮できる場があるというのは本当にありがたいことだと思いまし

た。また、選手たちが仲間を応援したり、真剣

に戦って思い切り喜んだり、悔し涙を流したり

する姿を見て、生徒の成長にとって貴重な機会だと改めて感じました。１年

生も約９割が部活動に入部し、先輩たちとの活動を開始しました。今後が楽

しみです。今年度は、様々な活動を昨年度より少しでも前に進めていきたい

と思います。ご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

  運動部が熱戦を繰り広げました。 

５月７日から春季大会が始まりました。ほとんどが無観客で行われ、消毒

なども徹底され運営側の大変な苦労が想像できました。今年度も開催が危ぶ

まれましたが実施できて何よりです。選手たちはみんな真剣に臨み、団体で

弓道部、バドミントン部、個人では更に陸上部、卓球部が6月4日からの県大

会出場を決めました。頑張ってほしいと思います。今回は、接戦を制するこ

とができず惜敗という結果が多かったので、夏の総体に

向け練習を重ね、更に活躍することを期待します。 

＜主な入賞＞    ※紙面の関係で一部掲載 

〇弓道  男子団体 ３位           女子団体 ６位 

            個人 ３位，４位 

〇バドミントン  男子団体 準優勝             女子団体 ３位 

個人 シングルス６位         個人 シングルス３位，５位 

                       ダブルス優勝，３位          ダブルス６位 

〇陸上  男子（総合準優勝） 

４００ｍ共通 1 位、８００ｍ共通１位， 

１５００ｍ共通 1 位、2 年 1 位、 

３０００ｍ共通３位、４００ｍリレー共通２位， 

砲丸投げ共通３位 

        女子（総合４位） 

砲丸投げ共通１位 

 
 

《生徒の指標》【旭中学校生徒の誓い】 
「世界の旭中学校 私がそれを代表する」   旭中生徒会 

１. 私たちは, 心をこめてあいさつをします。 

２. 私たちは, 時間を守り自ら学習に励みます。 

３. 私たちは, 他人の気持ちを尊重し助け合います。 

４. 私たちは, 進んで働きます。 

５. 私たちは, 社会のルールを守り, 自信をもって生き抜きます。 

対清原中での

フリーキック 

満塁から試合を決める 
ランニングホームラン 



   

    

 

 

〇 6 月 12 日（土）に予定していた体育祭は，17 日（木）に行うことになり 

ました。12 日は休日、代休だった 14 日（月）は平常授業となります。 

〇 一人 1 台のタブレットですが，夏休み頃から常時持ち帰ることができるよう

準備を進めており，そのテストとして今後３回の持ち帰りを行う予定です。 

〇 春季大会の写真は、HP にも掲載しますので、ご覧ください。 

生徒総会を開催しました。 

５月１３日、生徒総会を開催しました。前回は放送室 

からTV放送で行いましたが、今回は会議室に生徒会役 

員や学級代表などが集まり、議会のような形にし，その 

様子をTV放送しました。総会資料は事前に各自のタブレットから見られるよう 

にし、質問もタブレットに入力するようにしました。そのためか今回は質問が 

多く，多岐にわたっており，生徒会活動についての理解が深まったと思います。 

「生徒の誓い」を一部改訂！   
執行部が提案した旭中学校生徒の誓いを一部改訂する議案が可決され、５番目 

の「私たちは、社会生活のルールを守ります。」が、「私たちは、社会のルールを 

守り、自信をもって生き抜きます。」となりました。昨年度の学校だよりで日本 

の若者の自己肯定感の低さを取り上げました。また、 

近年、若者が自ら命を絶つニュースが目立っています。最後に加 

えられた言葉のとおり、生徒たちには立派な社会人として、自信 

をもって力強く未来を生き抜いてほしいと思います。 

 

生徒の誓い１「私たちは、心をこめてあいさつをします。」 
今大会中、競技とは別の場面で大切なことだなと感じたことがありました。 

・右の写真は、弓道の大会で予選を勝ち抜いた６校の代表が決勝トーナメ 

ントの抽選のために集まっているところです。本校の生徒が一番姿勢が 

よかったのでうれしくて写真を撮りました。背筋がピンと伸びていて、 

姿勢を正すという行為は何かが伝わるものだと思いました。 

・２階の観客席から女子剣道部の応援をしました。残念ながら敗けてしま 

い、選手たちは観客席に戻ってきました。その時、部長が部員たちに下 

の段に降りるよう指示したので、前列から試合を観戦するのかと思い 

ましたが、そうではなく、私が２列目の席にいて、自分たちは 1 段上 

の３列目だったので、下の段まで降りてあいさつをするための指示で 

した。敗戦直後で涙ぐんでいましたが、日ごろ指導されていることを 

しっかり守って、心をこめてあいさつをしてくれました。 

心をこめた姿勢や態度、あいさつなどの行為は、ちょっとした場面で、

相手や周囲に何かを伝えます。また、その行為をした本人にも「気遣い」

や「謙虚さ」など大切なことが育つのだと思います。 

この日は、男子部員

数名が会場入り口か

ら観客席まで案内し

てくれました。あり

がとう。 


